


2議 会 だ よ り

一
般
質
問

平
成　

年
９
月 　
　
　
　
　

２４

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

報
告
第
一
号　

専
決
処
分
事
項
の

報
告

「
小
沢 　

正　

議
員
」

＊
地
方
交
付
税
の
増
額
つ
い
て

（
村　

長
）

　

本
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
全
体
の

配
分
総
額
は
十
六
兆
四
千
億
と
い

う
数
字
に
な
っ
て
い
る
が
前
年
に

比
べ
る
と
〇
・
一
％
の
減
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
今
回
、
大
鹿
村
分

に
つ
い
て
大
幅
な
増
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
交
付
税
の
算
定
方

法
の
中
で
人
口
密
度
の
低
い
地
域

に
多
く
配
分
さ
れ
て
い
る
。
下
伊

那
郡
で
は
大
鹿
村
と
平
谷
村
、
長

野
県
全
体
を
見
る
と
王
滝
村
が
非

常
に
交
付
税
が
増
え
て
い
る
。
単

純
に
考
え
て
人
口
が
少
な
く
て
面

積
が
広
い
と
こ
ろ
を
維
持
し
て
い

る
過
疎
の
町
村
に
は
、
も
っ
と
が

ん
ば
れ
と
い
う
意
味
で
の
交
付
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
相
当
の
額
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
が
七
月
末
に
決
定
し

た
。
国
の
情
勢
も
あ
る
が
年
度
内

に
は
交
付
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。
二
十
四
年
度
予
算
の
中

で
は
非
常
に
短
期
間
で
あ
る
の
で
、

使
途
な
ど
検
討
中
で
あ
り
全
て
を

執
行
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
三
億
円
と

い
う
増
額
分
を
残
り
六
ヶ
月
で
執

報　
　

告

　

平
成
二
十
四
年
九
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
九
月
十
日
か

ら
十
九
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告
一
件
、
付
議

事
件
十
八
件
、
議
員
発
議
一
件
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・

認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
五
名
の
議

員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

行
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
と

思
わ
れ
る
の
で
、
目
標
を
定
め
基

金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
そ
の
対
応
と

し
て
産
業
振
興
、
福
祉
、
教
育
ま

で
全
般
に
わ
た
り
検
討
を
始
め
て

い
る
。
各
担
当
課
と
突
合
せ
を
し

て
、
今
年
度
予
算
化
で
き
る
も
の

は
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
東
村 
邦
子　

議
員
」

＊
地
域
経
済
・
定
住
対
策
に
係
る

交
付
税
に
つ
い
て

（
村　

長
）

　

現
在
、
村
の
定
住
対
策
に
つ
い

て
は
「
空
家
」
に
目
が
向
い
て
い

て
、
よ
う
や
く
板
に
つ
い
た
と
こ

ろ
か
と
思
っ
て
い
る
。
次
の
施
策

と
い
う
こ
と
で
次
年
度
に
向
け
て

と
い
う
質
問
も
あ
っ
た
が
そ
こ
ま

で
考
え
が
至
っ
て
い
な
い
。
今
回

の
増
額
と
な
っ
た
交
付
税
の
使
途

に
つ
い
て
も
総
花
的
で
は
あ
る
が

定
住
対
策
に
向
け
て
の
考
え
の
な

か
に
入
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
細
部
を
つ
め
議
員
の
皆

様
と
も
相
談
を
し
て
い
く
よ
う
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。

＊
交
付
税
の
集
約
的
活
用
に
つ
い

て

（
村　

長
）

　

東
村
議
員
提
案
の
「
食
の
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
、
大
鹿
村
の
食

議
員
発
議

発
議
第
一
号　

地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
若
者
定
住

促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
木
工
体
験

交
流
施
設
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
奨
学
資
金

の
貸
付
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

大
鹿
村
立
診
療
所

看
護
師
、准
看
護
師
養
成
修
学
資

金
貸
付
金
免
除
条
例
の
一
部
を
改

付
議
事
件

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

大
鹿
村
保
健
師
修

学
資
金
貸
付
金
免
除
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て議
案
第
六
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号　

平
成
二
十
三
年

度
大
鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
十
二
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
一
号
）に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号　

平
成
二
十
四
年

度
大
鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）に
つ
い

て議
案
第
十
八
号　

教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

に
つ
い
て
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堂
、
旅
館
、
民
宿
の
皆
さ
ん
は
ジ

ビ
エ
の
開
発
や
、
大
鹿
村
の
産
品

を
使
っ
た
も
の
を
個
々
に
、
ま
た

熱
心
に
開
発
や
提
供
を
し
て
い
て

先
進
的
な
か
た
が
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
様
な
点
か
ら
考
え
て

提
案
さ
れ
た
話
し
は
非
常
に
良
い

と
は
思
う
が
、
食
堂
、
旅
館
等
で

生
業
を
得
ら
れ
て
い
る
か
た
が
い

る
の
で
、
そ
の
方
々
と
の
調
整
や

話
し
合
い
な
ど
を
し
、
全
体
的
に

ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
の
か
方
向

性
な
ど
が
見
出
せ
れ
ば
よ
い
と
い

う
よ
う
に
う
か
が
わ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
老
人
家
庭
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
は
今
後
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と

思
う
が
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
、
英
断
を
持
っ
て
お

こ
な
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

「
北
島 
千
良
穂　

議
員
」

＊
交
付
税
増
額
分
の
積
極
的
活
用

に
つ
い
て

（
村　

長
）

　

広
く
村
民
全
体
に
利
益
を
還
元

で
き
る
よ
う
な
新
規
事
業
を
立
ち

上
げ
、
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ
た

ら
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
と
お
り
で
あ
り
と
思
う
。
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
建
設
と
い
う
提

案
も
あ
っ
た
が
、
考
え
ら
れ
る
も

の
と
し
て
歌
舞
伎
な
ど
の
ほ
か
村

の
自
然
な
ど
も
併
せ
て
見
学
や
ゆ
っ

た
り
で
き
る
も
の
を
考
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
例
と
し

て
以
前
か
ら
文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て

の
位
置
づ
け
の
堂
垣
外
地
籍
を
活

用
し
た
い
。
活
用
で
き
る
か
ど
う

か
を
調
査
す
る
た
め
、
今
回
の
補

正
予
算
で
企
画
費
に
現
地
の
調
査

の
予
算
を
計
上
し
た
。
交
付
税
の

増
額
が
来
年
続
く
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
説
得
力
の
あ
る
計

画
を
ま
と
め
次
年
度
も
交
付
さ
れ

る
よ
う
裏
づ
け
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

「
河
本 
明
代　

議
員
」

＊
地
方
交
付
税
の
増
額
分
を
有
効

活
用
し
て
獣
害
対
策
の
一
層
の

拡
充
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

（
村　

長
）

　

交
付
税
の
増
額
は
二
十
四
年
か

ら
二
十
六
年
ま
で
の
措
置
と
聞
い

て
い
る
が
、
減
額
の
大
き
い
市
町

村
も
あ
り
反
響
も
あ
る
の
で
、
こ

の
ま
ま
続
く
か
ど
う
か
危
惧
し
て

い
る
。
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
広

域
的
な
防
護
柵
と
し
て
は
天
竜
川

流
域
の
市
町
村
は
積
極
的
に
取
組

ん
で
い
る
。
良
い
こ
と
と
は
思
う

が
こ
の
大
鹿
村
に
当
て
は
め
る
こ

と
は
効
果
が
ど
う
か
な
と
は
考
え

て
い
る
。
今
回
の
交
付
税
の
使
途

の
中
で
も
あ
げ
ら
れ
て
お
り
有
効

な
手
立
て
を
考
え
た
い
。
他
に
も

多
く
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
の
で

一
緒
に
色
々
研
究
し
た
い
。

＊
景
観
保
全
地
区
の
指
定
に
つ
い

て

（
村　

長
）

　

景
観
審
議
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
条
例
に
あ
る
村
内
の
有
識

者
か
ら
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
に
つ
い
て
は
各
所
属
の
有
識

者
か
ら
専
門
性
も
鑑
み
、
定
数
十

人
の
内
九
人
を
選
任
し
任
命
し
た
。

審
議
会
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
が
、
次
に
つ
い
て
は

そ
れ
な
り
に
検
討
し
た
い
。
保
全

地
区
に
つ
い
て
は
審
議
会
委
員
の

意
見
を
う
か
が
う
中
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
も
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

「
矢
澤　
 
正　

議
員
」

＊
次
期
村
長
選
挙
で
す
が
再
選
に

向
か
わ
れ
る
お
考
え
は

（
村　

長
）

　

本
日
の
質
問
で
色
々
な
提
案
を

い
た
だ
い
た
が
、
今
後
の
振
興
計

画
を
立
て
た
ば
か
り
で
あ
り
、
交

付
税
の
増
額
分
に
つ
い
て
も
皆
さ

ん
と
協
議
す
る
中
で
引
き
続
き
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

飯田一日合同行政相談所

－くらしの困りごと相談－ のお知らせ
　不動産の登記、年金、建築や農地など役所の仕事についての相談や、法律相談などを受け付ける一日合同行

政相談所を開催します。

　なお、行政相談所では、下伊那地区で問題となっている野生鳥獣による農作物被害等についての相談も受け

付けます。

　相談は無料で、秘密は守られます。事前の予約は不要です。お気軽に利用ください。

日　時 ： 平成24年11月21日（水）

　　　　  午前10時から午後３時（受付は午後２時30分まで）

場　所 ： 飯田文化会館展示室（住所：飯田市高羽町５－５－１）

【連絡先】　　総務省長野行政評価事務所　�026－235－5566まで
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差引額歳　出歳　入会　　　計

28716,12216,409国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

011,75211,752村 立 診 療 所 特 別 会 計

139,1659,178村 営 水 道 特 別 会 計

3818,35518,393介 護 保 険 特 別 会 計

01,7441,744後期高齢者医療特別会計

収入額税　　目

2,945村 民 税

16,323固 定 資 産 税

387軽 自 動 車 税

214村 た ば こ 税

87入 湯 税

要　　　　　　　　因増減額項　　目

大鹿発電所等の固定資産交付金の減（減価償却）△ 901村 税

国勢調査人口の減（1356→1160人）による普通交付税の減△ 6,669地方交付税

村道改良事業国庫補助金の減△ 3,242国庫支出金

森林整備事業県補助金の減△ 2,683県 支 出 金

森林整備基金・産業振興基金の廃止・統合による繰入金の減△ 5,912繰 入 金

過疎対策事業債借入額の減△ 2,320村 債

●平成23年度に実施した主な事業

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入歳 入
　歳入総額の内、村の自主財源は、村税を中心に4億61万円余りで全体の19.8％しかなく、残りの
80.2％は地方交付税を中心にした依存財源に頼っています。これらは今後の国の施策に左右され、今
後も厳しい歳入状況が続くと思われます。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出歳 出
　歳出では、前年度に実施した農道黒川線（黒川牧場内）の防災工事が終了したことなどにより、農林
水産業費で8,282万円減少しています。また地方債（借金）の返済額にあたる公債費がこれまでの繰上
償還などにより9,867万円減少しています。
　諸支出金では、前年度に森林整備基金と産業振興基金を廃止し、村づくり基金へ積み立てたため、
当年度の積立金は前年に比べ１億1,776万円減少しました。
　今後も、財政の健全化を確保しながら、行政課題に対応できる効率的な財政運営を進めていきます。

決算額事　業　名一般会計

930庁舎修繕工事

総 務 費
318村外通勤者補助

998地籍調査事業

1,050村図作成業務委託

1,147指定管理委託

民 生 費

2,037デイサービスセンター設備工事

3,242居宅介護等福祉サービス費

1,305子ども手当

997保育所運営経費

258患者輸送車運営経費

衛 生 費

746予防事業（予防接種、検診、指導等）

860合併浄化槽設置・管理費補助

1,046し尿処理経費

2,922ごみ収集運搬処理経費

2,380有害鳥獣対策関係経費

農 林 水
産 業 費

409中山間直接支払い事業

17大豆価格安定事業

296木工館整備事業

12,363林道整備事業（中峰黒川線・鳥倉線・釜沢線他）

3,497森林造成事業（間伐、枝打ち、作業道整備等）

258私有林造林事業補助

1,457村路線バス運行委託

商 工 費
522商工振興事業補助

200観光協会補助

3,441観光施設整備・修繕

決算額事　業　名一般会計

1,760村道維持費（赤石線、桐久保線他）

土 木 費
7,508村道改良事業（沢井線、河合線、南山線他）

2,446橋梁改修事業（落合橋、岩音橋）

1,243村営住宅改修事業（西、塩河団地、文満団地他）

3,837広域消防負担金

消 防 費 874消防団活動経費

606消防施設等経費

205高校通学バス等補助

教 育 費

1,674文化財保存関係経費

847中央構造線博物館等文化施設管理運営経費

613スクールバス運行

721公民館活動、建物維持修繕等経費

452林道災害復旧事業（中峰黒川線）災害復旧費

30,963起債の元利償還金（借入金の返済）公 債 費

10,906基金への積立金（預金）基 金 費

平成23年度平成23年度 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててについて

●村税の 内訳●歳入額増減の主な要因 単位：万円単位：万円

単位：万円

●特別会計 単位：万円

　平成23年度の一般会計及び特別会計の決算が9月定例会で認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が20億2,438万円、歳出が18億9,883万円で、昨年に比べ歳入で2億5,556万円（11.2％）、
歳出で3億86万円（13.7％）それぞれ減少しました。減少の大きな要因としては、国勢調査による人口減少を反映し
て普通交付税額が減少するなど、特別交付税と合わせた地方交付税総額で6,669万円減少しています。
　歳入歳出差引額は1億2,555万円で、そのうち平成24年度へ繰り越す財源を除いた実質収支額は9,770万円となりま
した。
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平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成2222222222222233333333333333年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度平成23年度 決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算

前年度対比決　算　額
歳　出

前年度比比較22年度23年度

38.4%8022,0892,891議 会 費

△ 19.2%△ 6,21932,44726,228総 務 費

8.9%2,24525,15227,397民 生 費

36.3%4,53112,48217,013衛 生 費

△ 20.6%△ 8,28240,19031,908農林水産業費

0.0%17,8687,869商 工 費

3.5%54815,87416,422土 木 費

△ 20.4%△ 1,4587,1425,684消 防 費

0.5%6112,08912,150教 育 費

△ 59.8%△ 6721,124452災 害 復 旧 費

△ 24.2%△ 9,86740,83030,963公 債 費

△ 51.9%△ 11,77622,68210,906諸 支 出 金

△ 13.7%△ 30,086219,969189,883計

前年度対比決　算　額
歳　入

前年度比比　較22年度23年度

△ 4.3%△ 90120,85719,956村 税

△ 2.7%△ 792,8972,818地 方 譲 与 税

△ 31.3%△ 103222利子割交付金

50.0%4812配当割交付金

33.3%134株式等譲渡所得割交付金

△ 3.5%△ 421,2131,171地方消費税交付金

△ 16.5%△ 106642536自動車取得税交付金

△ 9.9%△ 33333300地方特例交付金

△ 5.3%△ 6,669125,961119,292地 方 交 付 税

156.8%232148380分担金及び負担金

△ 6.7%△ 2734,0933,820使用料及び手数料

△ 20.7%△ 3,24215,64512,403国 庫 支 出 金

△ 14.2%△ 2,68318,85216,169県 支 出 金

21.3%124581705財 産 収 入

△ 58.3%△ 6711548寄 附 金

△ 70.2%△ 5,9128,4222,510繰 入 金

△ 27.8%△ 3,08311,1088,025繰 越 金

△ 9.7%△ 4975,1144,617諸 収 入

△ 19.4%△ 2,32011,9709,650村 債

△ 11.2%△ 25,556227,994202,438計

単位：万円
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豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村項　　　　目

6,954人6,756人13,430人13,914人1,149人人　　 口（Ｈ２４．３．３１住民基本台帳）

2,027世帯2,149世帯4,222世帯4,527世帯533世帯世 帯 数 （　 　 〃　 　 ）

76.85k㎡66.62k㎡45.26k㎡72.90k㎡248.35k㎡面　 　 積

29.0％30.7％27.0％28.3％49.2％６５歳以上の人口割合（Ｈ２４．３．３１住民基本台帳）

50万円57万円47万円45万円165万円１人当りＨ２３年度
普通会計歳出決算額 34億7,449万円38億6,511万円62億5,234万円61億9,422万円18億9,883万円決算総額

43.2％43.7％31.8％37.8％58.9％普通会計収入額に占める、地方交付税の割合

25億3,997万円24億4,388万円38億8,350万円41億4,715万円13億5,858万円標 準 財 政 規 模

0.2760.240.3800.3650.163財 政 力 指 数

71.6％79.5％83.1％81.4％73.2％経 常 収 支 比 率

37万円43万円7万円26万円186万円１人当り普通会計の基金
（積立金）残高 25億6,161万円28億9,481万円9億6,317万円36億6,390万円21億3,554万円積立金総額

48万円35万円47万円29万円135万円１人当り普通会計の借金
（地方債）残高 33億2,229万円23億9,042万円62億5,678万円40億4,455万円15億4,639万円借金総額

104人104人183人176人49人総 人 数職員数（Ｈ２４．４．１現在） 
※特別会計・企業会計を含む全会
計の職員数。嘱託等臨時職員
を含み、特別職は除く。

64人62人90人101人37人うち正規職員

15.0人15.4人13.6人12.6人42.6人人口千人当り

※各指標の「住民一人あたり」数値は、Ｈ２４．３．３１住民基本台帳人口を用いた。

■各種財政指標の説明

 標準財政規模 数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

　普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標準的収入額　 
　（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）

　★県内町村平均；　30億4,314万円　 ／ 県内市町村平均；　78億5,690万円　（平成22年度決算数値）

 財 政 力 指 数 数値が高いほど財政力が強い

　自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源をどれくらい自力で調達できるかを表す
ものです。この数値が「１」に近いほど、町村の行政運営を町村税で賄えているということで、反対にこの数値が
低いほど地方交付税に依存していることとなります。

　★県内町村平均；　0.36　 ／ 県内市町村平均；　0.42　（平成22年度決算数値）

 経常収支比率 数値が高いほど財政構造が硬直化している

　経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や交付税などその使途が特定されず自由に
使える財源）総額のうち、経常経費（人件費、扶助費、公債費など義務的性格の経常経費）に充当された部分の割
合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る指標です。

　★県内町村平均；　77.3％　 ／ 県内市町村平均；　82.7％　（平成22年度決算数値）
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財政健全化判断比率の状況について
　国は、現行の地方財政再建促進特別措置法では、一般会計の赤字を対象にした指標があるだけで、公営企業

会計や観光事業会計などに膨大な赤字を抱えている県や市町村等の地方公共団体の財政悪化を早期発見できな

い構造的欠陥があることから、制度自体を抜本的に見直すこととなり、平成19年6月に「地方公共団体の財政

の健全化に関する法律（財政健全化法）」を公布しました。

　この法律は、財政の悪化状況を見極める四つの健全化判断指標（健全化判断比率）を導入して自治体の財政

状況を全体的に把握し、これまで対象にしてこなかった国民健康保険をはじめとする事業会計や上下水道事業

等の公営企業会計、更には第三セクターの不良債務などもチェック対象とするなど、自治体財政への監視基準

を強化することで、財政危機の早期発見と健全化を促し、財政悪化による住民生活への影響を最小限に止める

ことを狙っています。

　平成23年度決算に基づく財政健全化に係る各指標の内容を、下伊那北部5町村と対比しながらお知らせします。

豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村財政健全化の指標

ーーーーー（ Ａ ）実 質 赤 字 比 率

ーーーーー（ Ｂ ）連結実質赤字比率

8.2%12.7%16.9%14.0%12.7%（ Ｃ ）実 質 公 債 費 比 率

ー
（▲31.1％）

ー
（▲69.1％）95.3%ー

（▲36.5％）
ー

（▲150.2%）（ Ｄ ）将 来 負 担 比 率

（該当しない場合は「－」にて表示）

■健全化判断比率（4指標）の説明

 実 質 赤 字 比 率（Ａ） ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合はマイナ

ス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

 連結実質赤字比率（Ｂ）：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計を

対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、赤

字比率は「該当なし」となります。

実質公債費比率（Ｃ） ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計が負担

する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返済金）

の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。

　当村では、計画的な借金の返済と、借り入れの抑制により、前年比2.9ポイント改善しました。

将 来 負 担 比 率（Ｄ） ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等を含む）

の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この比率は

マイナス表示となります。

　当村では、公債費の削減と基金の積み増し等により、前年比22.4ポイント減少しました。
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　１０月３日から１０月５日まで、宮崎県西諸県郡高原町

（にしもろかたぐん　たかはるちょう）で連合の２０１２

フェスティバルが開催されました。

　高原町は宮崎県の南西部、霧島連山の麓にあり、昨

年１月には新燃岳（しんもえだけ）の噴火による降灰

などの被害を受けたことは記憶にも新しいところです。

　また、同じく霧島連山の高千穂峰（たかちほのみね）

には天孫降臨の伝説が残されるなど、神話の里として

も知られる町です。

　今回のフェスティバルの会場は、神武天皇の生誕の

地といわれる「皇子原神社」の周囲に作られた「皇子

原公園」を中心に開催されました。

　新規加盟村の承認セレモニーでは新たに福島県三島

町、山梨県道志村、兵庫県香美町小代、奈良県吉野町、

福岡県東峰村の５町村が連合加盟の承認を受け、これ

により「日本で最も美しい村」連合の仲間は４９の町村・

地域となりました。

　フェスティバルに参加した各地域の代表者の皆さん

は、地元の食材を使った料理を堪能しながら交流を深

め、また事例発表や情報交換を通じて、自分たちの活

動に自信を持つと共に新たな刺激を受け、今後の活動

に意欲を見せていました。高原町の皆さん、心のこもっ

た温かなおもてなしをありがとうございました。 

　なお、車で１時間ほど離れた宮崎市内には、大鹿歌

舞伎でも人気の高い悪七兵衛景清（六千両の役名：平

家に仕えていたので平景清とも呼ばれていますが、実

在の人物は藤原景清を名乗っていた）の抉った両目を

祀ったといわれる「生目神社」があります。また、そ

の生目神社から20分ほど離れた場所には景清のお墓と

いわれる場所があるとのことで、地元の方に案内をし

ていただき大鹿村からのフェスティバル参加者全員で

参拝をしてきました。

　大鹿村から遠く離れた宮崎県ですが、不思議な縁を

感じずにはいられない訪問でした。

高千穂峰・冬

景
清
を
祀
っ
た
「
生
目
神
社
」

景
清
公
の
お
墓
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夏
休
み
の
あ
る
日
、
小
学
生
の
団
体
を
引
率
し
た
近
隣
の
「
少
年
自
然
の
家
」

か
ら
の
見
学
者
を
お
迎
え
し
た
。
引
率
を
さ
れ
て
い
る
方
が
、
大
鹿
の
ど
ん
な
と

こ
ろ
を
回
る
の
か
と
い
う
質
問
に
、
こ
ん
な
答
え
を
く
だ
さ
っ
た
。

　

「
私
は
、
大
西
山
を
時
々
見
に
来
る
の
で
す
。
こ
の
剥
き
出
し
の
災
害
の
あ
と

を
見
る
た
め
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
自
然
と
い
う
の
は
、
人
間
に
惠
み
を
与
え

心
を
癒
し
て
く
れ
る
美
し
い
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
人
間
が

ど
う
逆
立
ち
し
て
も
か
な
わ
な
い
力
を
持
っ
て
い
る
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
も

見
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

う
か
つ
で
あ
っ
た
。
大
西
山
を
訪
れ
る
人
は
、
花
見
や
夏
祭
り
の
花
火
が
目
当

て
の
人
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
、
そ
の
一
番
の
証
し
が

こ
こ
に
あ
っ
た
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
毎
日
、あ
の
岩
肌
を
み
て
い
る
う
ち
に
、

「
災
害
」
と
い
う
言
葉
が
意
識
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
村
外

か
ら
の
来
訪
者
に
教
え
ら
れ
た
。

　

九
月
の
初
め
に
紀
伊
半
島
南
部
を
訪
ね
た
。
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
台
風
の
も
た

ら
し
た
大
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
の
出
た
地
域
だ
っ
た
。
山
に
は
土
砂
崩
れ
の

あ
と
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、道
路
の
復
旧
工
事
が
ま
だ
ま
だ
続
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
一
年
前
の
台
風
一
二
号
は
大
型
で
動
き
が
遅
か
っ
た
が
た
め
に
、
長
時
間

に
わ
た
っ
て
広
い
範
囲
に
大
雨
を
降
ら
せ
た
台
風
だ
っ
た
。「
深
層
崩
壊
」
と
い

う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
た
が
、
斜
面
深
部
か
ら
の
土
砂
崩
れ
が
和
歌
山
、
三
重
、

奈
良
の
山
間
地
で
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
大
西
山
の
崩
落
面
の
よ
う
な
山

肌
を
見
せ
て
い
た
。

　

那
智
大
社
な
ど
は
、
本
殿
に
裏
山
の
土
砂
が
流
れ
込
む
と
い
う
事
態
に
至
っ
た

が
、
被
災
後
す
ぐ
に
、
神
職
に
就
く
方
々
も
社
前
に
軒
を
つ
ら
ね
る
土
産
物
店
も

総
出
で
、
人
力
で
土
砂
を
掻
き
出
し
た
の
だ
と
聞
い
た
。「
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
で
し
ょ
う
」
と
神
職
が
誇
る
ほ
ど
に
、
元
通
り
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
た
。

　

復
興
の
途
上
に
あ
る
と
は
い
え
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た
熊
野
古
道
は
じ
め
風
光

明
媚
な
観
光
地
を
有
す
る
せ
い
か
、
多
く
の
人
が
行
く
場
所
は
す
っ
か
り
活
気
を

取
り
戻
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

自
然
の
猛
威
を
生
々
し
い
痕
跡
と
人
々
の
話
か
ら
知
ら
さ
れ
た
が
、
と
同
時
に

そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
、
人
々
の
腹
の
底
か
ら
湧
き
上
が
る
よ
う
な
力

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

先
日
、
神
職
に
就
い
て
い
る
友
人
が
、
岩
手
県
の
被
災
地
の
神
社
で
行
わ
れ
る

例
祭
の
手
伝
い
に
出
か
け
た
。
建
物
の
土
台
だ
け
が
残
っ
た
海
辺
の
ま
ち
で
開
か

れ
た
祭
り
は
、そ
の
光
景
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
熱
気
で
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
ふ
と
目
を
転
ず
れ
ば
、
鮮
や
か
な
青
い
海
が
広
が
っ
て
い
た
。
祭
り
が
あ

る
か
ら
と
、
離
散
し
て
い
た
住
人
た
ち
は
再
び
集
ま
っ
た
。
友
人
が
ひ
と
り
の
男

性
か
ら
聞
い
た
の
は
、「
自
分
は
漁
師
で
は
な
い
け
れ
ど
、
海
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
と
え
津
波
に
襲
わ
れ
て
も
、
ひ
と
月
離
れ
る
と
潮
の
匂
い
が
恋

し
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
た
と
え
ば
、
山
奥
の
家
に
一
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
、
ま
ち
に
住
む
息

子
の
と
こ
ろ
に
招
か
れ
て
い
っ
て
も
、
や
る
こ
と
も
な
く
テ
レ
ビ
を
み
て
一
日
暮

ら
す
よ
う
な
生
活
で
は
、
じ
き
に
山
の
家
に
帰
り
た
く
な
る
の
も
道
理
で
、
そ
ん

な
心
持
ち
と
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
比
べ
る
の
は
お
か
し
な
話
か
も
し
れ

な
い
が
、
住
み
慣
れ
た
土
地
や
家
に
暮
ら
す
こ
と
の
幸
せ
が
、
失
っ
て
み
て
、
あ

る
い
は
離
れ
て
み
て
強
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
〇
〇
〇
年
に
一
度
の
大
地
震
は
、
そ
れ
こ
そ
人
々
の
度
肝
を
抜
く
想
像
を
超

え
る
大
災
害
だ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
く
と
も
毎
年
の
よ
う
に
日
本
は
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
。「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」
と
は
よ
く
い
わ
れ
る
が
、「
親
父
」
は
も

と
も
と
は
「
大
山
風
（
お
お
や
ま
じ
）」、
つ
ま
り
台
風
の
こ
と
な
の
だ
そ
う
だ
。

怖
い
天
災
が
四
つ
並
べ
ら
れ
て
い
た
わ
け
だ
。
災
害
の
な
い
土
地
が
は
た
し
て
日

本
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
ど
ん
な
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
も
、
人
は
失
わ
れ
た
土
地

に
ま
た
時
間
と
と
も
に
も
ど
っ
て
く
る
。
住
む
こ
と
に
適
さ
な
け
れ
ば
農
地
に
利

用
し
た
り
、
か
さ
上
げ
な
ど
の
手
を
く
わ
え
た
り
、
経
験
と
工
夫
を
重
ね
て
住
み

続
け
て
き
た
の
が
、
こ
の
国
の
自
然
と
の
付
き
合
い
方
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
今
回
の
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
土
地
ば
か
り
は
、
人
間
が
い
か
に
工
夫

し
た
と
こ
ろ
で
共
存
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
傷
痕
は
目
に
み
え
な

い
。
ふ
る
さ
と
は
美
し
い
ま
ま
に
無
人
の
土
地
と
化
し
た
。
こ
ん
な
災
い
は
、「
地

震
・
雷
」
と
一
緒
に
並
べ
た
く
は
な
い
。
自
然
は
操
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
人

間
へ
の
、
痛
烈
な
し
っ
ぺ
返
し
だ
っ
た
。

　

わ
が
村
の
山
肌
は
、
動
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
と
て
つ
も
な
い
塊
り
に

な
っ
て
落
ち
て
き
た
こ
と
を
、
毎
日
黙
っ
て
示
し
て
い
る
。
五
〇
年
そ
れ
を
語
り

継
い
で
来
て
く
れ
た
村
人
と
と
も
に
、
た
だ
黙
し
つ
つ
語
っ
て
い
る
。
自
然
の
力

を
、
そ
し
て
倒
れ
伏
し
て
も
そ
こ
か
ら
起
き
上
が
っ
た
人
々
の
再
生
を
、
大
西
山

は
私
た
ち
に
提
示
し
て
い
る
。
人
間
が
世
代
を
変
え
て
も
な
お
、
そ
の
山
肌
は
あ

り
続
け
る
だ
ろ
う
。
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固定資産 税（家屋）調 査 の お 願 い
　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適正な評価を確保す

るため、実地調査を行っております。家屋調査については次のと

おりです。

１．家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡などを行いなが

ら評価を行う「新・増築調査」（店舗や事務所、また車庫や

物置など小規模な建物も対象となる場合があります。）

２．家屋課税台帳に登録されている内容（所在地番・用途・構

造・床面積など）と比較し、増築や未調査の家屋、取り壊し

などがある家屋を調査する「全戸調査」

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公平を期し、公正で

適正な課税を目的として実施するものです。調査方法は、税務係

の職員が調査に行き、家屋の図面と実際の家屋を照らし合わせな

がら外観確認します。確認のため聞き取りをする場合もあります

ので、調査中は、大変ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いし

ます。

　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価補助員証』を携帯

しています。

◎お願い

　建物の取り壊し・新築・増築をした場合又は、その予定がある

場合は役場税務係（�39－2001）までご連絡下さい。

　大鹿村では、平成25年度において専門の耐震診断士による木造住宅の耐震強度の診断を実施します。

（対象）大鹿村にある昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅

 耐震改修(補強)までの手順 

　①とりあえず自宅の耐震性が心配な方･･･簡易耐震診断（無料）
　　専門の診断士の外観等目視による診断

　　診断の結果、（倒壊の可能性がある）となった場合は②および③をご検討ください。

　②耐震改修工事を前提に概算工事費等詳細を知りたい方･･･精密耐震診断（無料）
　　耐震改修工事を前提とした調査　→　診断結果により③をご検討ください。

　③耐震改修(補強)工事（補助金額60万円を上限に工事費の2分の1を補助）
　　『大鹿村木造住宅耐震改修事業補助金』をご活用ください。

近年、全国で頻発する地震。大鹿村は東海地震の地震防災対策強化地域に指定されています。
地震による家屋の倒壊から身を守るために“すまいの耐震性”を確認しましょう！

～　大鹿村では木造住宅の耐震診断・耐震改修を支援・促進します。～

【耐震診断・改修に関するお問い合せ先】　　役場　住民税務課　管理係　�39－2001まで

すまいの耐震診断（無料）希望者募集

　また、償還期間について今までは貸付期間と同じ期間内でしたが、貸付期間の2倍の期間内に延ばし
ました。

大鹿村奨学資金の貸与月額を引き上げました

【申込方法や保証人に関するお問い合せ先】　　大鹿村教育委員会　�39－2100まで

●高校生　2万円以内
●短大生・専修学校生（専門学校生）高等専門学校生　4万円以内
●大学生　6万円以内

今まで一律月額２万円以内だった貸与月額を

に引き上げました。
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接　種　回　数

�13歳以上の方は、1回の接種です。
�13歳未満の方は、2回の接種が必要です。

接　種　料　金

�65歳以上　 1,000円
�65歳未満 3,000円
�高校生 1,000円
�中学生以下 無料（村全額補助）

接　種　場　所

大鹿村立診療所

　インフルエンザの予防接種は、流行シーズンに間に合うよう、12月中旬までには接種を終了する
ことが望ましいとされています。

 平成24年度 

イイイイイイイイイインンンンンンンンンンフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザのののののののののの予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種をををををををををを実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすインフルエンザの予防接種を実施します

＊上記の接種費用は、大鹿村立診療所で接種した場合です。他の医療機関で接種する場合とは違いますのでご注意ください。

　他の医療機関で接種をされる方は事前に、保健福祉課までご連絡ください。

日　　　　　　　　　程
接種時間対　　象　　者接種日

午後1：00～4：00
落合・釜沢・清水・中尾・大栗
北入一・北入二・沢井・入沢井

１１月６日
(火)

午後1：00～4：00
塩原・中峯・梨原・西・塩河・河合
南山

１１月９日
(金)

午後1：00～4：00
沢戸・上市場・下市場一・下市場二
上青木・北の原・深ヶ沢

１１月１３日
(火)

午後1：00～4：00下青木・上蔵・文満・文満団地
１１月１６日
(金)

午後1：00～4：00
１３歳未満 ２回目
上記日程で受けられなかった方

１２月４日
(火)

ポポポポポポポポポポリリリリリリリリリリオオオオオオオオオオののののののののののワワワワワワワワワワククククククククククチチチチチチチチチチンンンンンンンンンン接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種がががががががががが変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたポリオのワクチン接種が変わりました

■接種方法が変わります
◇生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、
不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）となり
ます。
■不活化ポリオワクチンの接種方法は、3種混合ワクチ
ンと同じです
◇不活化ポリオワクチンの対象年齢、接種間隔、標準的
な接種年齢は、これまでの３種混合ワクチン（DPT：
ジフテリア・百日せき・破傷風）と同じです。
◇ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオワクチ
ンの４種混合ワクチンの定期接種は、11月からの導
入に向けて準備が進められています。
■4回（初回3回・追加1回）の接種が必要です
◇不活化ポリオワクチンは、初回接種として20日から
56日までの間隔をおいて３回、また追加接種として
初回接種終了後６か月以上の間隔をおいて１回、合計
４回の接種が必要です。
生ポリオワクチンを１回接種した方は、９月以降に不

活化ポリオワクチンを３回接種することになります。
（※）単独の不活化ポリオワクチンは、初回接種として20

日以上の間隔をおけば接種可能であり、接種間隔の
上限はありません。

（※）単独の不活化ポリオワクチンは、追加接種が現在国
内臨床試験実施中であり、今後、試験データが整い
次第、追加定期接種として実施開始する予定です。

■初回接種は生後3か月から12か月の間に受けましょ
う

◇標準的な初回接種（１～３回目）の接種年齢は、生後３
か月から12か月です。

◇生後90月（７歳６か月）までに至るまでの間であれば、
過去に生ポリオワクチンを受けそびれた方も、不活化
ポリオワクチンの定期接種を受けていただくことが可
能です。

■通年で接種できるようになります
◇不活化ポリオワクチン導入後は、通年接種が可能にな
ります。医療機関での個別接種に変更されます。

ポリオワクチンを接種することが、ポリオを予防する唯一の方法です
◆日本では、2000年にポリオの根絶を報告しましが、世界には、今でも流行している地域があり、渡航者な
どを介して感染はどの国にも広がる可能性があります。
　○パキスタン、アフガニスタン、ナイジェリアなどでは、今でも流行がみられます。
　○いったんポリオが根絶された中国などでも、最近流行が起こったことが報告されています。
◆このため、ポリオの根絶に向けて、世界中でワクチンの接種が行われています。
　○きちんとワクチンを接種し、ほとんどの人が免疫をもてば、海外でポリオが流行しても、国内での流行を

防ぐことができます。

　生ポリオワクチンに代えて、不活化ポリオワクチンが平成24年9月から導入されました。
　生ポリオワクチンをすでに2回接種された方は、不活化ポリオワクチンの接種は不要です。

担当：北島泰治

担当：小村信濃
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食生活改善推進員とは？

　私達の食生活は便利で豊かになりました。しかし、食事の仕方や内容を考えたとき、本当に豊かになった

と言えるでしょうか？

　最近は生活習慣病の増加や子どもの食の「心の健康」への影響など食生活の重要性が言われています。毎

日の食事は、健康に過ごしていくうえでの基本となります。そんなときに、どんな食事をとればいいのか、

食生活の改善方法などについて相談にのってくれる人がいればどうでしょう？それが食生活改善推進員です。

大鹿村食生活改善推進協議会の活動の一部をご紹介します

～長野県食生活改善功労者表彰を受けました～

         大鹿村食生活改善推進協議会長　北  島  弘  子 さん

　９月１４日（金）に行なわれた長野県食生活改善推進大会（塩尻市レザンホー

ル）で会長北島弘子さんが食生活改善功労者表彰を受けました。

　これまでの北島会長の活動が評価され、今回の表彰となりました。

　これからも大鹿村食生活改善推進協議会を盛り上げていっていただきた

いと思います。

～あなたも大鹿村食生活改善推進協議会に参加しませんか？～

　食生活推進活動に関心のある方なら男女問わず歓迎します。活動に興味のある方は役場保健福祉課までお

たずねください。

　大鹿村食生活改善推進協議会の会員は２０名で活

動しています。

　小学校のふれあい学習では子ども達に「食」

の大切さと楽しさを伝えます。

担当：小村信濃

　村内の研修だけではなく、村外研修も行いま

す。

　今年は諏訪方面へ出かけて、低蛋白食につい

て学習しました。
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 保険料の一部免除 

　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前

年の所得（１月から６月までに申請する場合は前々年の

所得）が一定額以下の場合には、申請して承認されると

納付が免除される制度があります。この場合免除され

る保険料額には、全額、４分の３、半額、４分の１の

四段階があります（半額免除は平成14年４月から、４分

の３免除と４分の１免除は平成18年７月から導入され

ました）。

　このうち、４分の３免除、半額免除、４分の１免除

は、納付すべき保険料の一部が免除されることから一

部免除といいます。この一部免除を受けた保険料の残

りの保険料、つまり免除を受けていない保険料は、必

ず納めなければなりません。この保険料の納付を怠る

と免除が承認されても保険料未納期間となってしまい

ますので、注意が必要です。

 ４分の３免除の場合 

　保険料の４分の３免除というのは、毎月の保険料の

４分の３が免除されるものですが、残りの４分の１の

保険料は必ず納めなければなりません。

　平成24年度の場合では、４分の３免除を受けると月

額11,230円が免除され、残りの3,750円を納付しなけれ

ばなりません。この3,750円の保険料を毎月納付しない

と４分の３免除が承認されても、保険料未納期間とし

て扱われてしまいます。

 半額免除の場合 

　保険料の半額免除というのは、毎月保険料の半額が

免除されるものですが、残りの半額の保険料は必ず納

めなければなりません。

　平成２４年度では、半額免除を受けると月額7,490円が

免除され、残りの7,490円は納付しなければなりません。

この7,490円の保険料を毎月納付しないと半額免除が承

認されても、保険料未納期間として扱われてしまいま

す。

 ４分の１免除の場合 

　４分の１免除というのは、毎月の保険料の４分の１

が免除されるものですが、残りの４分の３の保険料は

必ず納めなければなりません。

　平成24年度では、４分の１免除を受けると月額3,740

円が免除され、残りの11,240円は納付しなければなり

ません。この11,240円の保険料を毎月納付しないと４

分の１免除が承認されても、保険料未納期間として扱

われてしまいます。

 保険料の納期限 

　国民年金の保険料には納期限があります。毎月の保

険料は、翌月末日までに納付しなければなりません。

　そして、２年を経過すると時効によって保険料を納

めることができなくなります。

　保険料の一部免除を受けた場合でも、残りの免除さ

れていない保険料については、この納期限までに納め

なければなりません。ご注意ください。

����������������������国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金便便便便便便便便便便りりりりりりりりりり民年金便り����������������������

一部免除を受けたときは残りの保険料の納付を忘れずに

平成24年

10月号

【お問い合せ先】　　役場　住民税務課　住民係　�39－2001まで

社会福祉功労者（民生・児童委員）表彰受賞
　�宮�安子委員�

　９月５日に東御市において開催されました平成24年度長野県社会福祉大会におい

て、宮�民生児童委員が社会福祉功労者として長野県社会福祉協議会長より表彰を授

与されました。

　宮�委員は平成７年に任命されて以来、皆さんや児童福祉に積極的に活動されてお

り、これらの功績により今回、受賞されたものです。
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いくつになってもさっそうと歩ける人は元気な証拠！　足腰の筋力も強く転びにくいのです。
毎日の生活の中で「柔軟性」「バランス力」「筋力アップ」を意識してみましょう。

　「老いは脚からやってくる」と言

われます。脚の筋肉は使わないでい

るとすぐに衰えてしまいます。もっ

とも衰えやすいのが太ももの前の筋

肉です。この部分は、脚を上げるの

に必要な筋肉で、脚が上がらないと

歩けなくなってしまいます。最近、

つまづきやすくなった方や階段の上

り下りで脚を上げるのがきついとい

う方は、下肢の筋力低下が原因かも

しれません。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括包括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーセンター便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
担当：田中雅子

筋　　力
　身体が柔らかいというのは、若く動きや

すい筋肉を維持しているということです。

　筋肉が弱ってくると筋肉自体が縮んでく

るため、真っ直ぐに伸ばした状態では身体

を支えることが難しくなってきます。です

から、常に少し曲げた状態で生活すること

になります。するとますます筋肉が伸びな

くなり、身体はさらに曲がってきてしまい

ます。

　膝が伸びない、腰が曲がってきたと感じ

ませんか？

柔 軟 性
　転倒の要因の一つと

してバランス能力の低

下があります。転びそ

うになった時に身体を

立て直すことができる

かどうかはバランス力

が大きく左右します。

バランス

　「まくれる」は大鹿の方言で「転がる」という意味。

そこで、大鹿では転倒予防教室のことを「まくれん教

室」と名付けています。毎月2回（1回300円）「転が

らない」ように、筋力アップと柔軟性の向上を図る体

操を行います。つまづきやすくなってきた、体が硬く

なってきた、と感じる方にお勧めです。

参加者からは、「いま

までより足が上がるよ

うになった」「身体が

軽くなった」等のうれ

しい声が聞こえてきて

います。

�「まくれん教室」の様子

【お問い合せ先】　役場　保健福祉課まで

「まくれん教室」の紹介

【毎日の生活の中でできる簡単な体操をご紹介します】

◆太ももの筋力アップ
椅子に座り、足を交互

に伸ばす。伸ばして

５秒間止める。

５～１０回行う。

◆足首の柔軟性アップ
両足首を手前に十分に曲

げ、５秒間止めたあと、外

側にしっかりのばす。

５～１０回行う。

◆バランス力アップ
畳のふちや床の木目に

そってまっすぐ歩く。
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　平成24年11月11日（日）に大鹿村交流センターにて産業文化祭を開催します。

　村民の皆さんの自慢の農産物及び作品等を多数出品いただきますようお願い致します。また当

日は多くの皆様にご来場いただき産業文化祭が盛大なものとなりますよう心からお待ちしており

ます。

健康運動講座へ行こう！
　村では、日頃の運動不足解消、運動習慣のきっかけや、メタボ予防・

改善を目的に下記の健康運動講座を開催しています。

　１回のみの参加もできます。身体を動かすことによる心身のリフレッ

シュや、腰痛・肩こり解消に、一度体験をしにご来場ください。

【お問い合せ先】　　役場　保健福祉課　�39－2001まで

健康運動講座
毎月第３木曜日（３月まで）

 参加費 　無料

 時　間 　夜7：00～ １時間程度　　　 場　所 　交流センター（ホール）

脂肪減少・筋力アップ教室
10月～２月　第２・４火曜日

 参加費 　300円／回

� ����������������

� ����������������

大鹿村消防団
日赤奉仕団

秋季総合訓練
　９月２日の日曜日に消防団と日赤奉仕団の秋季総合訓練が交流センターで行われました。

　訓練では、消防団は、消防団活動に不可欠な規律訓練を中心に真剣な態度で訓練がおこなわれ、日赤奉仕団

は炊き出し訓練を行い、約100人分のごはん、みそ汁や漬け物を手際よく作り上げました。

又、今年は、「飯田ボランティア協会の大蔵理事長」による『大規模地震に備えて』の講演があり、地震に関

する知識の確認や家庭での地震に対する準備の必要性を認識することができました。

　訓練終了後は、参加者全員が、炊き出しのご飯とみそ汁を美味しくいただき、歓談の中にも訓練の反省や災

害に備えて等の話がありました。

　消防団、日赤奉仕団は、こうした訓練を毎年繰り返し行っており、有事の際の活動に備えています。

　しかし、消防団、日赤奉仕団共 年々 団員数が減少してきています。まだ、入団されていない方がいました

ら、ぜひ、入団をお願いします。
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【お問い合せ先】　高森消防署　�35－0119（FAX兼用）　　座光寺分署　�53－0119（FAX兼用）まで

全国統一防火標語　「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　秋から冬にかけて空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季となります。
　火災予防への関心を高めて火災の発生を未然に防ぎ、高齢者をはじめとした住民を火災から守るために、秋の全
国火災予防運動が実施されます。

飯田広域消防の取組

救助件数救急件数火災件数期　間

1（63） 42（4,352）1 （60） 平成24年1月～８月

1（83） 43（4,346）1 （96） 平成23年1月～８月

1（118）65（6,607)2（110）平成23年１年間

（　）内は飯田下伊那地域の件数

　毎年飯田下伊那地域では、火災原因の中でたき火等による火

災が1番多く発生しています。

　冬季間から春先にかけてたき火（果樹の枝焼、枯草焼き、土

手焼き）が多く実施されます。これらたき火の不注意で火災が

発生しています。

　たき火をする場合は、次のことに注意をしてください。
�消防署に届け出をしてください。
�風のない午前中に行いましょう。
�消火の用意をしてください。
�その場を離れないでください。

たき火火災をなくしましょう

○消防署・消防団合同演習訓練実施
　11/10　午前中　松川青年の家で実施します。
○消防ふれあい広場開催
　�11/4 イオン飯田店　�11/11 イオン飯田アップルロード店
　�11/17・18高森町まるごと収穫祭会場で開催します。
○車による広報宣伝を行います。

住宅火災命を守る7つのポイント

3つの習慣

○寝たばこは絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れ

た位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れる時は、

必ず火を消す。

4つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警

報器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を

防ぐために、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、

　住宅用消火器を設置する。

○お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

　ハローワーク飯田では、飯田市・下伊那郡の企業と障害のお持ちの方との就職面接会を開催いたします。

　事業主の皆様、就職を希望される皆様のご参加をお待ちしております。

☆開催日時 平成24年10月22日（月）　午後１時30分～３時30分まで

☆開催場所 長野県飯田市勤労者福祉センター（さんとぴあ飯田） 
 ３階　第3・4研修室　（飯田市東栄町3108－1）

参加を希望される方や、詳細についてはハローワーク飯田（飯田公共職業安定所）⑫番窓口までお問合せ下さい。

�0265－24－8609

『障害者ふれあい面接会』開催のお知らせ

平成24年 秋の全国火災予防運動
11月9日（金）から11月15日（木）の7日間実施します。

今年8月31日までの大鹿村の火災・救急・救助件数！
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�【お問い合せ先】　〒395－0823　飯田市松尾明75083　�O265－22－1067　FAXO265－22－4015まで

●長野県最低賃金改正のお知らせ ●
　長野県内の事業場で働く全ての労働者と、労働者を一人でも使用している全ての使用者に適用される「長野

県最低賃金」が、平成24年10月１日から時間額700円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。

【お問い合せ先】　長野県労働局労働基準部賃金室（�026－223－0555）　　
　　　　　　　　　または、飯田労働基準監督署　（�0265－22－2635）まで

 平成25年度 

飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生飯田技術専門校訓練生（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験）））））））））））））））））））））（一般入校試験） 募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内募集案内

●応募書類の提出方法
　◎受付期間中に、応募書類を当校へ提出してください。（郵送による揚合は、受付期間最終日までの消印のあ

るものに限り受け付けます。）

　◎雇用保険受給（予定）者は、最寄りの公共職業安定所で柑談・指導を受けたうえで、応募書類を公共職業安

定所へ提出してください。

　◎入校願は、当校又は職業安定所にありますが、必要な方は、返信用封筒へ140円切手を貼付の上、当校へ

請求してください。詳しくは、飯田技術専門校までお問い合わせください。

　◎入校予定者が定員に満たなかった揚合は、第２次募集を行うことがあります。

木造建築科自動車整備科科　名

募集人員 10名程度10名程度募 集 人 員

平成25年4月～平成26年3月平成25年4月～平成27年3月訓 練 期 間

*推薦入校試験による募集入員と合わせて、各科20名とします。

・学校教育法（昭和22年法律第26号）による高等学校を卒業した者（平成25年

3月に卒業見込みの者を含みます。）又はこれと同等以上の学力を有すると

認められる者

出 願 資 格

試　　験

1　入校願　　　　　　　　　　　2　調査書(平成25年3月卒業見込みの者)

3　高校卒業証明書(既卒者)

4　郵便はがき(受験者の返信先を明記してください)

応 募 書 類

2,200円長野県収入証紙により納付してください。

〔入校願に貼って、消印はしないでください。)
入校審査料

平成24年11月1日(木)～11月15日(木)受 付 期 間

平成24年12月3日(月)合格者の発表平成24年11月26目(月)期　 日

1　学力検査・国語（国語総合（古文及び漢文を除きます。））・数学（数学1）

2　職業適性検査

3　人物考査

選 考 内 容

飯田技術専門校場　 所
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10月 
１６日 ダンボール・牛乳パックの収集日

２０日 くみ取り

２１日 大鹿歌舞伎秋の定期公演

２５日 廃プラスチックの収集日

２８日 自治会環境美化運動（ごみ拾い）

３０日 ヘルススクリーニング

11月
３日 粗大ごみ収集日

６日 インフルエンザ予防接種①

８日 廃プラスチックの収集日

９日 インフルエンザ予防接種②

１１日 第33回 大鹿村産業文化祭

１３日 びん類・ペットボトル収集日

 インフルエンザ予防接種③

１６日 インフルエンザ予防接種④

１７日 くみ取り

２２日 廃プラスチックの収集日

２７日 チラシ雑誌等の収集日

下旬 埋め立てごみ収集日

12月
１日 くみ取り

 南アルプスフォーラム

４日 その他紙の収集日

 インフルエンザ予防接種⑤

６日 その他プラスチックの収集日

１１日 空き缶と鉄類の収集日

１３日 廃プラスチックの収集日

１５日 くみ取り

１８日 新聞紙の収集日

BG21中央構造線サイクリング大会

2012 大鹿夏祭り

7月29日に大鹿村から伊那市高遠まで約50キロを自転車で走る

『BG21中央構造線サイクリング大会』が行われました。

以前行われていた中央構造線サイクリング大会が終了したため、自

転車愛好家らが実行委員を組織して企画・開催された第1回大会。

コースは大鹿村から分杭峠を抜け伊那市高遠城址公園まで。

標高差のあるコースですが

午前9時に交流センターを

出発し、午後3時頃に大会出

場者の全員がゴールしまし

た。

参加者は68名と全国から大

勢の方が参加され盛大に盛

り上がりました。

8月24日から8月28日までの4泊5日千葉市農山村留学が行なわれました。

大宮小学校・大宮台小学校・坂月小学校の3校から、児童30名が大鹿村に訪

れました。

1日目は入村式から始まりナイトサファリ（鹿の観察）、2日目は午前中 大池

遊歩道散策をし、午後は木工体験、3日目はそば打ち・ジャガイモ掘り・歌

舞伎の体験、4日目は魚つかみ等

川遊び、5日目は閉村式を行ない

千葉に帰りました。

25日・26日はホームステイで村

民の皆様にお世話になりました。

また来年も千葉農山村留学にご協

力をお願いします。

8月14日・15日に大鹿夏祭りが開催

されました。

今年は14日にあいにくの雨、14日に

ビンゴ大会のみ行われ、桜の女王や大

鹿村のゆるキャラ『大鹿景清』『大鹿鹿

丸』の2名も参加し会場は大いに盛り

上がりました。

15日には前日延期となった魚のつか

み取りや西アフリカギニア舞踏・美翔

蓮・大鹿太鼓が行われ、メインイベン

トの花火大会も綺麗な花を咲かせていました。

千葉市農山村留学




